
造影剤にはこうした副作用などのリスク(不利益)がありますが、病気を正確に診断し適切な治療をする
ために、今回の造影CT検査が非常に重要でありメリット(利益) が大きいと判断しました。他にもいろ
いろな検査がありますが、各検査の利点や欠点は病気の種類や調べたい臓器によって様々ですので、造
影剤が心配でしたら医師にご相談下さい。一度承諾した後でも体調の変化などで造影CT検査を受けた
くなくなった場合はいつでも取り消すことができますが、造影剤を使用しないと病気を見つけることが
できないことがあります。検査をおこなう仙台赤十字病院では、副作用などが起こったとしても迅速に
適切な処置が出来るよう常に万全の体制を整えています。なお、投薬や処置をした場合は通常の保険診
療となり一部自己負担となりますのでご承知おきください。

＜造影剤の副作用と合併症について＞

＜造影CT検査とは？＞

CT検査では必要に応じてヨード造影剤という薬剤を使用する場合があります。肘のあたりの静脈に注
射をして投与し、この前後に撮影をおこないます。注入時は身体の中が少し熱いような感覚になります
がすぐに治まりますので心配はありません。造影剤を使用することにより、病変の存在とその範囲や性
状、良性か悪性かなど、より詳しく確定的な診断をすることができます。

□←以下 お読みになりましたらチェック✓を入れてください

□←以下 お読みになりましたらチェック✓を入れてください

□←以下 お読みになりましたらチェック✓を入れてください

重 い 副 作 用

0.04%以下の割合で、血圧低下、呼吸困難、意識障害、腎不全を生じることがあり
ます。これらは入院や手術が必要になることもあり、場合によっては後遺症が残る可
能性もあります。体質によっては死亡したという報告もありますが、0.0005%以下
の割合です。

合 併 症 0.02%以下の割合で、針を刺した場所の痛みやしびれが続くことがあります。

血 管 外 漏 出
機械で造影剤を注入するため、血管外の皮下に漏れた場合は腫れや痛みが生じること
があります。時間が経てば吸収されるため心配はありませんが、稀に処置が必要にな
ることもあります。

仙台赤十字病院

造影CT検査の説明 および 同意書 ( 病診連携用 CT - 1 )

代理人署名

患者との関係

説 明 医 師 署 名

□
造影剤使用の利益と不利益について説明を受け、理解しました。
造影CT検査を受けることに同意します。
副作用や合併症が生じた場合には必要な処置を受けることを承諾します。

□ 造影CT検査を受けることに同意しません。

　　　　　年　　　月　　　日 患 者 署 名

＜造影CT検査の同意書 ( 患者様記入欄 ) ＞

ヨード造影剤は他の薬剤や市販薬と同様に次のような副作用などを生じることがあります。アレルギー
体質の方は副作用を生じる可能性が約3倍、気管支ぜんそくの方は約10倍と言われています。

軽 い 副 作 用
3%以下の割合で、かゆみ、じんましん、吐き気、くしゃみ、せき、めまいを生じる
ことがあります。1～2日後に発疹が現れることもあります。これらは処置を要さな
いか1～2回の投薬で回復するものです。

どちらかにチェック✓を入れ、下に署名をお願いします


